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前田夕暮生誕140周年記念
ギャラリートークの様子

公　
明　
党　
　
横
山
む
ら
さ
き

一　
防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

問　
①
近
年
激
甚
化
す
る
豪
雨
災
害
に

対
す
る
避
難
体
制
の
強
化
や
危
機
意
識

の
醸
成
は
、
②
年
々
増
加
す
る
熱
中
症

に
よ
る
死
者
は
８
割
以
上
が
高
齢
者
で

あ
り
、
エ
ア
コ
ン
ト
ラ
ブ
ル
で
命
に
危

険
が
及
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
高
齢
者
の
熱

中
症
予
防
に
は
介
護
や
福
祉
関
係
者
と

の
連
携
が
必
要
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答　
①
土
砂
災
害
や
浸
水
被
害
の
警
戒

区
域
の
確
認
と
併
せ
、
※
マ
イ
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
の
作
成
と
正
し
い
情
報
の
入
手

方
法
の
研
修
を
行
い
、
確
実
な
避
難
行

動
に
つ
な
げ
る
。
ま
た
、
危
険
水
位
の

周
知
方
法
に
つ
い
て
は
高
さ
を
考
慮
し

て
検
討
す
る
。
②
熱
中
症
予
防
に
は
適

度
な
エ
ア
コ
ン
の
使
用
が
重
要
と
な
る

た
め
、
清
掃
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
地

域
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
周

知
や
注
意
喚
起
し
て
い
く
。

二　
地
域
医
療
の
充
実
に
つ
い
て

問　
き
め
細
か
な
地
域
医
療
の
充
実
の

た
め
、
か
か
り
つ
け
医
の
普
及
に
向
け

た
本
市
の
推
進
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
コ
ロ
ナ
禍
で
か
か
り
つ
け
医
の
必

要
性
が
認
識
さ
れ
た
。
限
ら
れ
た
医
療

資
源
の
中
で
制
度
化
の
必
要
性
を
医
師

会
な
ど
の
意
見
を
聞
い
て
検
討
す
る
。

三　
に
ぎ
わ
い
創
造
に
つ
い
て

問　
①
前
田
夕
暮
生
誕
地
入
口
の
標
柱

の
改
善
は
、
②
鶴
巻
あ
じ
さ
い
遊
歩
道

中
継
地
の
排
水
機
場
整
備
は
、
ど
う
か
。

答　
①
生
誕
１
４
０
周
年
記
念
事
業
の

公　
明　
党　
　
　
中
村　
英
仁　

一　
医
療
費
削
減
の
取
組
に
つ
い
て

問　
医
療
費
削
減
の
一
つ
と
し
て
糖
尿

病
を
予
防
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

３
年
以
内
に
発
症
す
る
確
率
を
表
示
で

き
る
糖
尿
病
リ
ス
ク
予
測
ツ
ー
ル
を
活

用
し
て
、
本
市
で
も
糖
尿
病
の
予
防
事

業
を
行
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
る
が
、
ど

う
か
。

答　
糖
尿
病
リ
ス
ク
予
測
ツ
ー
ル
の
内

容
を
よ
く
確
認
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
へ
の
リ
ン
ク
の
掲
載
や
、
特
定
健

康
診
査
の
結
果
を
通
知
す
る
際
に
利
用

を
促
す
な
ど
、
有
効
に
活
用
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
。　
　

二　
公
園
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

問　
今
後
の
公
園
運
営
は
市
民
ニ
ー
ズ

に
応
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

以
前
質
問
し
た
※
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊

具
の
ほ
か
、
今
回
市
民
か
ら
相
談
が
あ

っ
た
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
や
幼
児
用
遊
具
の

設
置
に
対
す
る
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
要
望
の
あ
っ
た
ド
ッ
グ
ラ
ン
や
幼

児
用
遊
具
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
に

つ
い
て
は
、
地
区
的
な
バ
ラ
ン
ス
を
見

な
が
ら
、
地
域
関
係
者
の
要
望
を
確
認

し
、
検
討
し
て
い
く
。　

三　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
に
つ
い

て
（
そ
の
４
）

問　
令
和
４
年
に
、
中
学
３
年
生
を
対

象
と
し
て
行
わ
れ
た
実
態
調
査
の
結
果

は
ど
の
よ
う
か
。
ま
た
、
調
査
を
踏
ま

え
て
今
後
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。

答　
自
分
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
当
て

は
ま
る
と
回
答
し
た
生
徒
は
２
・
３
％

だ
っ
た
。
今
後
は
関
係
機
関
と
連
携
し
、

早
期
発
見
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
秦
野
を

秦
野
の
文
化
資
源
を
活
用
し

に
ぎ
わ
い
の
創
出
を

・

陳
情

意
見
書

地
域
や
経
営
の
実
態
を
踏
ま
え
た

き
め
細
か
な
最
低
賃
金
額
の
審
議
を

議
員
定
数
に
関
す
る
陳
情
審
査
は

議
会
運
営
委
員
会
か
ら
中
間
報
告

教
育
を
取
り
巻
く
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め

教
職
員
定
数
の
改
善
と
教
育
予
算
の
増
額
を

令
５
陳
情
第
３
号　
神
奈
川
県
の
最
低

賃
金
額
審
議
に
関
す
る
陳
情

▼
願　
意

　

最
低
賃
金
の
決
定
に
当
た
り
、
客
観

的
な
デ
ー
タ
を
基
に
公
労
使
に
よ
り
納

得
あ
る
議
論
を
尽
く
し
、
県
内
同
一
額

の
最
低
賃
金
制
度
は
、
地
域
や
経
営
の

実
態
を
踏
ま
え
た
制
度
と
し
て
早
期
に

再
構
築
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
国
と
県

に
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

環
境
都
市
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
意
見

意
見　
国
に
お
い
て
、
最
低
賃
金
の
都

道
府
県
間
の
格
差
縮
小
や
、
賃
上
げ
の

動
き
が
あ
る
中
、
本
陳
情
を
採
択
す
る

令
５
陳
情
第
４
号　
市
議
会
議
員
定
数

の
削
減
の
陳
情

▼
願　
意

　

議
員
定
数
を
24
人
か
ら
22
人
と
し
、

最
終
的
に
は
20
人
に
す
る
こ
と
。

令
５
陳
情
第
７
号　
秦
野
市
議
会
議
員

定
数
現
行
24
人
の
堅
持
を
求
め
る
陳
情

書▼
願　
意

　

議
員
定
数
に
つ
い
て
、
現
行
24
人
を

堅
持
す
る
こ
と
。

令
５
陳
情
第
５
号　
子
ど
も
た
ち
に
豊

か
な
学
び
を
保
障
す
る
た
め
に
、
教
職

員
定
数
改
善
と
教
育
予
算
の
増
額
、
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
・
拡

充
を
求
め
る
陳
情

こ
と
は
、
現
状
の
賃
金
水
準
を
議
会
が

許
容
し
た
と
思
わ
れ
か
ね
な
い
た
め
、

不
採
択
と
す
べ
き
で
あ
る
。

意
見　
本
陳
情
は
、
※
審
査
未
了
で
あ

っ
た
前
回
の
陳
情
事
項
か
ら
部
分
的
に

変
更
さ
れ
た
経
過
を
考
慮
す
べ
き
で
あ

り
、
最
低
賃
金
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
、

実
情
と
し
て
存
在
す
る
地
域
経
済
ご
と

に
生
じ
る
差
に
つ
い
て
、
十
分
に
検
討

し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
意
は
理
解
で
き

る
こ
と
か
ら
、
採
択
す
べ
き
で
あ
る
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

ラ
ン
ク
制
度
の
導
入
は
、
労
働
力
格

差
が
生
ま
れ
、
地
域
経
済
の
低
迷
に
つ

な
が
る
懸
念
が
あ
る
た
め
、
反
対
す
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

▼
付
託
委
員
会

　

議
会
運
営
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
審
査
状
況

　

委
員
会
と
し
て
は
「
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
つ
な
げ
る
に
は
、
議
会
改
革

や
円
滑
な
議
会
運
営
に
資
す
る
議
員
定

数
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
議
論
を
重
ね
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
令
５
陳
情
第
４
号

と
令
５
陳
情
第
７
号
は
、
定
例
月
会
議

の
期
間
を
終
え
て
も
審
査
を
継
続
す
べ

き
で
あ
る
。」と
の
意
見
の
一
致
を
見
た
。

▼
願　
意

　

小
学
校
35
人
学
級
の
段
階
的
移
行
や

中
学
校
に
お
け
る
少
人
数
学
級
の
実
現
、

教
職
員
定
数
改
善
と
教
育
予
算
の
増
額
、

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
・

拡
充
に
つ
い
て
、
国
に
意
見
書
を
提
出

し
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
審
査
状
況

　

委
員
会
と
し
て
は
「
教
職
員
の
負
担

軽
減
と
子
ど
も
に
向
き
合
う
時
間
を
確

保
す
る
た
め
に
は
、
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ

ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
を
常
勤
化
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
実
現
に
当
た
っ

て
は
、
義
務
教
育
費
に
お
け
る
国
庫
負

担
割
合
を
拡
充
す
る
こ
と
が
、
子
ど
も

た
ち
の
豊
か
な
学
び
を
保
障
す
る
こ
と

に
つ
な
が
る
。
こ
ど
も
家
庭
庁
が
創
設

さ
れ
た
好
機
を
逃
す
こ
と
な
く
、
採
択

し
、
国
へ
意
見
書
を
提
出
す
べ
き
で
あ

る
。
」
と
の
意
見
の
一
致
を
見
た
。

中
で
、
電
柱
を
活
用
し
た
案
内
看
板
を

設
置
す
る
。
②
利
活
用
方
針
に
基
づ
き
、

令
和
４
年
度
か
ら
７
年
度
に
か
け
広
場

な
ど
を
整
備
し
治
水
の
歴
史
を
留
め
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

教
員
補
助
員
を
増
や
し
、
公
平
な
教

育
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え

る
た
め
、
採
択
す
べ
き
で
あ
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

採　

択
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

採　

択
（
賛
成
全
員
）

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊

委
員
会
提
出
議
案
第
１
号　
教
職
員
定

数
改
善
と
教
育
予
算
の
増
額
、
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
・
拡
充
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

小
学
校
の
段
階
的
な
35
人
学
級
へ
の

移
行
を
踏
ま
え
、
全
て
の
子
ど
も
た
ち

の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
き
め
細
か

な
支
援
体
制
と
、
安
全
・
安
心
な
教
育

環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
、
中
学
校
の

少
人
数
学
級
の
早
期
実
現
、
ス
ク
ー
ル

・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
の
常
勤
化
な

ど
教
職
員
定
数
改
善
の
推
進
と
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
の
負
担
割
合
を
２

分
の
１
に
復
元
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
、
国
に
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

中
小
企
業
や
小
規
模
事
業
者
は
コ
ス

ト
を
十
分
に
価
格
転
嫁
で
き
ず
、
経
営

が
厳
し
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

採
択
し
意
見
書
を
提
出
す
べ
き
で
あ
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

採　

択
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

採　

択
（
賛
成
多
数
）

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊

議
提
議
案
第
１
号　
神
奈
川
県
の
最
低

賃
金
額
審
議
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

最
低
賃
金
の
決
定
に
当
た
り
、
客
観

的
な
デ
ー
タ
を
基
に
、
特
に
コ
ス
ト
の

増
加
分
を
十
分
に
価
格
転
嫁
し
得
な
い

中
小
企
業
な
ど
の
支
払
能
力
に
つ
い
て
、

公
労
使
に
よ
り
納
得
あ
る
議
論
を
尽
く

し
、
最
低
賃
金
制
度
は
地
域
や
経
営
の

実
態
を
踏
ま
え
た
き
め
細
か
な
制
度
と

し
て
早
期
に
再
構
築
す
る
よ
う
、
国
と

県
に
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

幼児用遊具が設置されている
じょうや児童遊園地

夏休み子ども議場見学会

　令和５年７月 23日（日）に７回目となる夏休み子ども議場見学会を開催し、
小学３年生から６年生の児童と保護者 12組 26人に参加いただきました。
　当日は、正・副議長との名刺交換、議員体験、施設見学、正・副議長への質問
などが行われました。
　今後も市議会を身近に感じていただけるように取り組みを
進めていきます。

※インクルーシブ遊具… 障害の有無に関わらず、あらゆる子どもが安全に遊べる遊具。
※マイタイムライン…台風などの接近による大雨によって河川の水位が上昇する時に、自分自身がとる標準的な防災行動を時系列的に整理して、自ら考え命を守る避難行動の一助となるもの。
※審査未了… 委員会に付託された案件が審査期間中に採決に至らず、審査の継続も行わないもの。

用語解説

令
和
５
年
５
月
に
提
出
さ
れ
た
議
員
定
数
の
削
減
と
堅
持
に
関
す
る
陳
情

２
件
は
、
６
月
８
日
の
議
会
運
営
委
員
会
に
お
い
て
一
括
し
て
審
査
さ
れ
、

定
例
月
会
議
の
期
間
後
も
引
き
続
き
審
査
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
審
査
の
経
過
を
６
月
23
日
の
本
会
議
で
中
間
報
告
し
ま
し
た
。

▲

詳
し
く
は

こ
ち
ら
か
ら

開催しました

こちらから

▲


